






〔研究目的〕 

 川崎病は川崎博士によって初めて報告されて以来15 年になるが,年々増加の傾向にあり

その既往児は学齢期に達している。本疾患の心血管後遺症は心筋梗塞,突然死の原因となる

が,以前の症例は急性期に冠動脈の精査が充分行なわれておらず,無症候性の冠動脈異常が

多数存在する事がわかり,実際に学校で突然死した症例が報告されている現在,学童心臓検

診において川崎病の心血管後遺症をいかにして発見するかという事は重要な問題となって

いる。 

 我々は昭和 51 年度より学童心臓検診において,アンケートに川崎病の項目を設置し検診

を行ない 7名の心血管後遺症児を発見した。今回,急性期に血管造影で冠動脈異常が存在し

かつ現在学齢期に達している者の検診を行ない,この所見と学童心臓検診における所見と

を比較検討し,学童心臓検診における川崎病心血管後遺症の評価について考察した。 


